
第４回 三鷹駅北口街づくりビジョン改定委員会の振り返り 

  

１． 第４回 改定委員会の議題概要 

    （１） 緑・にぎわいの方向性 

【 方向性 】 地域資源のもと、関わりしろからにぎわいが生まれ変化する街 

• 地域固有の緑や水、史跡等を中心に、官民が連携し、緑のある質の高い空間づくりを目指します。  

• すでにある地域コミュニティや活動、三鷹市とのつながりなどを通じて、まちへの関わりしろを広げていきます。 

また、日常生活から地域活動にいたる様々なシーンで活用できる居場所づくりに取り組みます。 

• 土地利用と連携し、生活利便施設やパブリックスペースなどを生み出すとともに、主に住む人や働く人が利活用する

ことで、地域経済の循環と発展につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （２） 改定版ビジョンの構成について 

ビジョン改定のポイントと構成（案）の説明 ： 第１部／基本計画 、 第２部／実行計画（アクションプラン） 

４． 今後の改定委員会の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 改定委員会で出た意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの

議題に対する

意見交換

目指すべき姿、土地利用について

・目指すべき街の姿

・計画対象範囲

・土地利用の方向性

・滞留空間づくり、災害時の備えの充実
・文化資源の活用

・駅前にふさわしい質の高い緑の創出

・大沢副委員長講演

交通環境について

・駅前広場の拡張

・各路線の再編の方向性

・周辺道路の通過交通対策

・駐車対策

・自転車の走行に関すること

・田口委員講演

緑／にぎわいについて

・にぎわい環境づくり

・地域イベント、地域活動活性化

・駅前広場の拡張

・駅前広場拡張に向けた

市有地の考え方

・計画骨子案

・議論まとめ

・計画素案
・パブコメ案

・改定基本方針の確認

・諮問内容の共有

・現行計画の進捗状況

・現況分析等の一部説明
と今後の分析項目の
確認

・饗庭委員長講演

第２回 第３回 第４回 第５回 第６回第１回

令和８年度第５回改定委員会 【資料１】 

■緑の必要性について 

・緑を増やすとコストがかかる 

⇒自治体が負担すべきか、緑の必要性の説明が必要 

■民間での緑の整備について 

・インセンティブがあれば民間の協力者も出てくる。 

■緑の配置を考える上での考慮事項 

・人が通る、利用する際に必要な緑は？という視点 

  緑陰空間、身近な緑 など 

・樹種の多様性：武蔵野・雑木を感じられるもの など 

  路線の特性⇒公開空地の緑のあり方につなげる 

・道路交点をアクセントに（かたらい×補助幹線など） 

■緑が欲しい場所 

・補助幹線道路にも緑が必要 

・補助幹線道路から横河グラウンドまでは緑が少ない。 

 

 

 

 

・緑をきっかけに活動・にぎわいを生み出す 

・幼木を植えて身近な緑を楽しみながら育む 

⇒まちへの愛着につながる 

緑とにぎわいについて 

緑の整備について 

【緑・にぎわいについて】 

＜意見交換していただきたい内容＞

・ 地域資源の活用イメージ
→活かし方、発信方法

→距離感、認知度 …etc

・ 文化の視点

方針：日常生活や活動の場所づくり

方針：緑・水・史跡などの地域資源の活用

方針：緑のある質の高い空間づくり

＜意見交換していただきたい内容＞

・ 質の高い空間、質の高い緑とは…

・ マネジメントアイディア
→シモキタ園芸部…etc

・ どんな場所が理想的か
→角地、公開空地、〇○道路沿い…etc

＜意見交換していただきたい内容＞

・ 関わりしろの作り方、巻き込み方

・ 活動の継続性、仕組みや支援のあり方

方針：様々な関わりしろを生み出す

●取組方針とあるべき緑・にぎわいのシーン

例：グラウンドで
スポーツをする
子どもを眺める

例：木陰やテラスの
下で一休みする

例：子どもが
道や広場で遊ぶ

例：ベンチに座って
ランチを食べる／

バスを待つ

例：子供と大人が
一緒に楽しめる
アートイベントを

行う

例：地域の飲食店
やクリエイターが
ポップアップを

出店する

●事例：茨木市、文化・子育て複合施設 おにクル

●事例：下北沢、シモキタ園藝部 こや・のはら

例：地域の自然、
生態系について学ぶ例：地域の団体

が植栽を
手入れする

●「小さな広場」のイメージ

●かたらいの道等の道路空間のイメージ

＜意見交換していただきたい内容＞

・ 三鷹駅北口に必要な活動はなにか
→佇む、イベント、チャレンジマルシェ…etc

・ 活動を支える拠点はどこに着目すればいいか
→位置（範囲）、数、大きさ、

土地利用や交通環境との関係性

災害時の対応との関連性…etc

・ 市有地活用の可能性

■駅前広場の整備を契機として 

⇒緑の質が上がるとよい 

⇒市民が担い手として関わる機会の創出 

多様な主体との連携 

■玉川上水 

・猛暑時の木陰⇒ポテンシャルが高い 

駅周辺部を整備し、よりよい空間に 

駅前の緑について 

■道路 

・道路のリメイク ⇒ 滞留空間と通行空間を分ける 

・緑、ベンチをスポットで配置する 

■駅前広場 

・東側拡張がよい：かたらいの道や市有地への連続性 

滞留空間、居場所について 道路、駅前広場の空間について 

・利用者の行動観察が重要。 

⇒行動観察からニーズを探り、応える居場所を作る 

・居場所の種類は多数。シーンを想定したあり方の検討 

・小さく分散させた空間で日常のにぎわいを目指す 

・緑や休憩できるポケットパークが必要 

・庁内各部署の様々な課題、意見を吸い上げてほしい。駅前の再整備を契機に多くの課題が解決できるのではないか。 

・交通環境、土地利用、緑・にぎわいの３分野の連携が必要。 “緑”と“にぎわい”は独立した柱にしてもよいのではないか 

【ビジョン構成について】 


